
◆
議
第
64
、
65
号

市
有
財
産
の
無
償
譲
渡

に
つ
い
て

（
朝
日
町
の
西
洞
公
民
館

及
び
上
ケ
見
公
民
館
を

地
元
町
内
会
に
無
償
譲

渡
す
る
も
の
）

【
論
点
①
】
譲
渡
に
お
け
る

課
題

•
か
ね
て
か
ら
話
が
進
ん

で
い
た
こ
と
も
あ
り
、

住
民
の
方
と
の
意
見
交

換
の
中
で
は
、
特
段
の

課
題
と
な
る
案
件
は
な

か
っ
た
。

【
論
点
②
】
耐
震
化
等
の
防

災
機
能

•
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

新
基
準
で
対
応
し
て
い

る
。

◆
議
第
68
号

高
山
駅
東
口
駅
前
広
場

整
備
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

◆
議
第
69
号

高
山
駅
東
口
駅
前
広
場

建
築
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

【
論
点
①
】
共
同
企
業
体（
Ｊ

Ｖ
）
の
採
用
の
考
え
方

（
上
岡
本
町
１
）

○
高
山
市
芸
術
文
化
奨
励

　

高
山
市
民
吹
奏
楽
団

○
教
育
委
員
会
委
員

　

打う
つ

江え

記き

代よ

さ
ん

（
桐
生
町
１
）

　

針は
り

山や
ま

順じ
ゅ
ん

一い
ち

朗ろ
う

さ
ん

（
花
岡
町
１
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員

　

鍋な
べ

島し
ま

正ま
さ

子こ

さ
ん

（
上
岡
本
町
８
）

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

荒あ
ら

木き

千ち

惠え

さ
ん

（
国
府
町
広
瀬
）

他
15
名

【
論
点
②
】
既
存
施
設
と
の

変
更
点

•
大
き
な
変
更
は
、
中
間

燃
焼
を
行
う
こ
と
と
、

セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ィ
ル
タ

を
採
用
し
た
こ
と
の
２

点
で
あ
る
。

【
論
点
③
】
長
寿
命
化
工
事

の
全
体
像

•
今
後
、
大
き
な
も
の
と

し
て
は
、
沈
砂
設
備
の

更
新
、
監
視
制
御
装
置

の
更
新
が
あ
る
。

　
ｐ
４
〜
参
照

　

各
委
員
会
の
委
員
長
報

告
の
後
、
採
決
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
次
の
案
件

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
決
定

し
ま
し
た
。

○
高
山
市
名
誉
市
民

　
（
故
）

み
の

谷た
に　

穆た
か
し

さ
ん

○
高
山
市
芸
術
文
化
顕
彰

　

沖お
き

野の　

清き
よ
し

さ
ん

（
千　

島　

町
）

　

袖そ
で

垣が
き

治は
る

彦ひ
こ

さ
ん

（
新　

宮　

町
）

　

小こ

井い

戸ど　

稔み
の
る

さ
ん

協
議
は
行
っ
て
い
る
が
、

近
年
バ
ス
の
利
用
が
多

い
こ
と
か
ら
、
運
用
に

つ
い
て
今
後
も
協
議
は

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

◆
議
第
70
号

宮
川
終
末
処
理
場
汚
泥

焼
却
炉
長
寿
命
化
工
事

（
機
械
）
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

◆
議
第
71
号

宮
川
終
末
処
理
場
汚
泥

焼
却
炉
長
寿
命
化
工
事

（
電
気
）
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

（
宮
川
終
末
処
理
場
汚
泥

焼
却
炉
の
機
械　

及
び

　

電
気
の
工
事
の
請
負

契
約
の
締
結
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
）

【
論
点
①
】
Ｊ
Ｖ
な
ど
地
元

業
者
優
先
の
考
え
方
（
議

第
71
号
）

•
事
業
費
の
大
半
が
工
場

製
品
の
代
金
と
な
っ
て

お
り
、
Ｊ
Ｖ
方
式
は
適

当
で
は
な
い
と
判
断
し

た
。
市
内
の
業
者
も
参

加
で
き
る
よ
う
、
一
般

競
争
入
札
と
し
た
が
対

応
で
き
る
と
こ
ろ
が
な

か
っ
た
と
判
断
し
て
い

る
。

は
歩
行
者
の
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
、
自
転

車
は
バ
ス
セ
ン
タ
ー
西

側
の
線
路
と
の
間
の
道

路
か
ら
駐
輪
場
に
出
入

り
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。
車
椅
子
マ
ー

ク
の
あ
る
駐
車
場
に
つ

い
て
は
、
車
椅
子
に
限

ら
ず
乗
降
に
時
間
の
か

か
る
方
の
た
め
の
ス

ペ
ー
ス
を
想
定
し
て
い

る
。

【
論
点
③
】
工
事
期
間
中
の

歩
行
者
等
の
安
全
性
の
確

保•
利
用
者
の
動
線
と
分
離

し
、施
工
範
囲
を
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
、
順
次
施
工

す
る
。
必
要
に
応
じ
誘

導
員
の
配
置
や
、
利
用

者
の
少
な
い
夜
間
の
工

事
も
考
え
て
い
る
。

【
論
点
④
】
バ
ス
駐
車
場
の

工
事
内
容
、
駐
輪
場
の
位

置
に
つ
い
て
バ
ス
会
社
と

協
議
の
状
況

•
バ
ス
駐
車
場
は
、
舗
装

工
を
予
定
し
て
い
る
が
、

バ
ス
の
運
行
に
支
障
が

な
い
よ
う
夜
間
の
工
事

で
対
応
し
た
い
。
駐
輪

場
の
位
置
に
つ
い
て
は
、

•
議
第
68
号
で
は
、
予
定

価
格
が
３
億
円
を
超
え

る
今
回
の
工
事
に
つ
い

て
、
共
同
企
業
体
に
よ

る
共
同
請
負
制
度
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
市
内

建
設
業
者
の
施
工
能
力

の
向
上
、
受
注
機
会
の

確
保
・
増
大
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
Ｊ
Ｖ

方
式
を
採
用
し
た
。

　

議
第
69
号
で
は
、
予
定

価
格
の
７
割
程
度
が

キ
ャ
ノ
ピ
ー
を
は
じ
め

と
す
る
工
場
製
品
の
代

金
と
な
っ
て
お
り
、
Ｊ

Ｖ
方
式
は
適
当
で
は
な

い
と
判
断
し
た
。

【
論
点
②
】
駐
輪
場
へ
の
動

線
、
車
椅
子
マ
ー
ク
駐
車

場
の
利
用

•
キ
ャ
ノ
ピ
ー
に
つ
い
て高山駅東口駅前広場イメージ
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9月定例会の報告

９
月
15
日

基
盤
環
境
委
員
会

９
月
16
・
20
・
21
日

予
算
決
算

特
別
委
員
会

９
月
23
日 

本
会
議


